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HMI統合パッケージソフトウェア 
SCADALINXproのODBC対応について

　O D B C（O p e n  D a t a b a s e 
Connectivity）は、データベース（SQL 
Server、Oracle、Accessなど）にアクセ
スするための共通インタフェースです。
ODBCドライバを使用すれば、ODBC
の仕様に基づいてプログラムを記述す
ることによって、接続先のデータベース
がどのような管理システムに管理され
ているかを意識することなく、他の一般
的なデータベースへアクセスするのと
同様な方法で利用することが可能にな
ります。
　今回は、HMI統合パッケージソフ
トウェアSCADALINXpro（形 式：
SSPRO4）のODBCへの対応について
ご紹介します。
　データベースといっても様々なもの
があります。データベースによって保
存サイズに制限があり（表1）、近年で
は、大規模システムではOracle社の
Oracle、小規模システムではMicrosoft
社のAccessが市場の大部分を占めて
いるようです。
　SCADALINXproは、ログデータ、
アラームデータをODBC経由でデータ
ベースに保存することができます。サー
バのアクション機能（ロガー（ODBC）
アクション、アラームサーバ（ODBC）ア
クション）（図1）を使用することによって
データベースにデータ収集します。こ
の際、データベースのテーブル形式と
SCADALINXpro側の形式を合わせる
必要があります。他方、他社製の既存
システムがあり、そのシステムで収集し
たデータをSCADALINXproへ取り込
みたいとのご要望があります。たとえ

ば、PLCと通信してい
る既存システムが、デー
タベースに履歴データ
を蓄積し、そのデータ
をSCADALINXproで
トレンドグラフに展開し
たい場合、ヒストリカル
データサーバ（ODBC）
アクションを使用する
ことで実現できます。さ
らに、SCADALINXpro 
Serverと直接通信して
いるリモートI／Oなど
のデータと既存システ
ムで収集したデータを
同一トレンド画面に表
示することも可能です
（図2）。
　このように、データベースの連携に
関してSCADALINXpro Serverにア
クションという機能があるため、様々な
データベースと容易に連携できるよう
になっています。
　従来は、取得したデータをデータベー
スで管理したい、既存データベースと
連携して監視したいといったご要望

に対応することは困難でしたが、この
SCADALINXproのODBC機能を使用
することによって可能になりました。 ■

＊SCADALINXproは（株）エム・システム技研の登
録商標です。

　 【（株）エム・システム技研
　 カスタマセンター システム技術グループ】
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図2　ODBC機能を使用し、他社製システムで収集したデータを
　　  SCADALINXproへ取込む場合のシステム構成例

　　　　　　　　データベース データベースサイズ
Microsoft Access 2GB
MSDE 2000 2GB
SQL Server 2005（Express Edition） 4GB
SQL Server 2005（Express Edition 以外） 無制限
Oracle Database 10g（Express Edition） 4GB
Oracle Database 10g（Express Edition 以外） 無制限

表1　データベース容量

図1　SCADALINXpro Server アクション機能
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　エム・システム技研では、ご好評
をいただき、かねてより販売中のコン
パクト変換器みにまるシリーズおよび
絶縁2出力小形信号変換器みにまる
W2シリーズに属する数多くの変換器
について、すでに米国の認証機関UL
（Underwriters Laboratories）にてノ
ンインセンディブを含む安全規格適
合の認定を受けていますが、このた
びこの認定品がさらに13機種増加し、
現状は表1のとおりとなりました。
　ノンインセンディブ規格注）は、
Division 2（異常時にだけ発火性物質
が存在する場所）で使用する電気機
器のための防爆規格であり、アメリ
カおよびカナダで使用されています。

みにまるシリーズ、
みにまるW2シリーズのUL認定品が
さらに13機種増加しました

　変換器の新規ご採用に際しては、
「入出力仕様や電源仕様が合わな
かったらどうしよう」と不安になら
れることがあるかと思います。しか
しご安心ください。これら2つのシ
リーズの変換器では、様々な入出力
仕様を備えるとともに、供給電源に
おいてもDC24V、DC110Vおよび
AC100 ～ 240Vのワールド電源を
用意しているため、一般的な仕様上
の問題でお悩みになることはなく、ま
た設置環境に関する防爆上のご懸念
も、このUL認定品をご採用いただく
ことによって一気に解決しますので、
変換器のご選択が極めて容易になり
ました。

　みにまるおよびみにまるW2シリー
ズに対しては、今日まで皆様から多数
のご採用を賜り、心より感謝していま
す。エム・システム技研では、今後も
みにまる・みにまるW2シリーズの機
種拡充と、UL認定変換器の開発を計
画しています。
　みにまる・みにまるW2シリーズや
UL認定変換器についてご意見、ご要
望がありましたら、エム・システム技
研ホットラインまでぜひご連絡くだ
さるようお願いします。 ■

注）ノンインセンディブ規格については、『エ
ムエスツデー』誌1998年1月号および今
月号（2009年1月号）の「計装豆知識」で
ご説明しています。

＊みにまるは（株）エム・システム技研の登録商標
です。

こんな新製品もあります！
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 　　種　類 みにまる みにまるＷ２
■ センサ入力用変換器
電源なしアイソレータ M2SN －
ユニバーサル入力変換器（PCスペック形） M2XU －
直流入力変換器（PCスペック形） M2XV2 －
直流入力変換器（アナログ形） M2VS W2VS
直流入力変換器（超高速） M2VF Ｗ2VF
直流入力変換器（超高速30μs応答） M2VF2 －
カップル変換器（PCスペック形） M2XT2 －
カップル変換器（アナログ形） M2TS W2TS
測温抵抗体変換器（PCスペック形） M2XR2 －
測温抵抗体変換器（アナログ形） M2RS W2RS
ポテンショメータ変換器（PCスペック形） M2XM2 －
ポテンショメータ変換器（アナログ形） M2MS W2MS
ディストリビュータ（入出力間非絶縁） M2D －
ディストリビュータ（入出力間非絶縁） M2D2 －
ディストリビュータ（アナログ形、絶縁付） M2DYS W2DYS
ディストリビュータ（アナログ形、絶縁付） M2DY －
ディストリビュータ（開平付、入出力間非絶縁） M2DL －
ディストリビュータ（開平付） M2DNY W2DNY
ロードセル変換器 M2LCS －
タコゼネ変換器 M2TG W2TG
交流入力変換器（実効値演算形） M2AC W2AC
■ 電力用変換器
PT変換器（平均値演算形） M2PA W2PA
PT変換器（実効値演算形） M2PE W2PE
CT変換器（平均値演算形） M2CA W2CA
CT変換器（実効値演算形） M2CE W2CE

 種　類 みにまる みにまるＷ２
■ パルス変換器
パルスアナログ変換器（PCスペック形） M2XPA2 －
スローパルス変換器（50Hz以上） M2SP W2SP
ロータリエンコーダ速度変換器
（センサ用電源付、PCスペック形） M2XRP2 －

アナログパルス変換器（レンジ固定形） M2AP W2AP
パルスアイソレータ M2PP －
パルスレート変換器（レンジ可変形） M2PRU －
■ 警報設定器
アラームセッタ（数字設定、2点警報） M2SED －
■ 空気圧式変換器
空電変換器 M2PV W2PV
■ 特性変換器
加算器 M2ADS －
減算器 M2SBS －
乗算器 M2MLS －
除算器 M2DIS －
比率変換器（出力バイアス形） M2REB －
比率変換器（入力バイアス形） M2RTS －
リニアライザ（PCスペック形） M2XF2 －
開平演算器（入出力間非絶縁） M2FL －
開平演算器（3ポート絶縁） M2FLS －
リミッタ変換器 M2LMS －
リバース変換器 M2UDS －
一次遅れ変換器 M2CDS －
等速応答変換器 M2CRS －
アナログメモリ M2AMS －
ピークホルダ M2PHS －
選択変換器 M2SES －
■ 多連ベース
8連ベース（オムロン製コネクタ出力） M2BS-8U2 －
16連ベース（端子台出力） M2BS-16U0 －
16連ベース（オムロン製コネクタ出力） M2BS-16U2 －
マルチアナログ伝送器（デバイスネット） M2BD －

みにまる
シリーズ

みにまるW2
シリーズ

※

※ M2SEDはUL一般安全規格認定のみです。はこのたびの新規認定品です。新規認定

新規認定

新規認定

新規認定

新規認定

新規認定
新規認定

新規認定

新規認定
新規認定

新規認定
新規認定

表1　みにまるシリーズ、みにまるW2シリーズのＵＬ認定品（2008年12月現在）
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うな厳しい故障想定が要求されないのですから、低コスト
で製造でき設置や保守も簡単になります。
　ノンインセンディブにおいても、電源や入出力の配線に
対しては、2本の線のショートやグランドへのショートが
あっても点火しないことが要求されます。ただし、これが
満たされない場合には、これらの配線を保護配管などに入
れることで、故障しない配線として扱われます。
　ノンインセンディブ機器も、本安機器と同じように認
証機関による試験と認証が必要です。著名な認証機
関としては、アメリカの認証機関UL（Underwr i t e r s 
Laboratories Inc．）があります。認証に使用される規
格は、UL 1604です。同様に、アメリカの認証機関FM 
Global（旧Factory Mutual）にはFM 3611という規格
があります。なお、IEC 60079-15 という国際規格もあり、
ここではタイプn注5）と呼ばれています。
　ノンインセンディブ規格は、アメリカ、カナダの規格で日
本では導入されていませんが、国際規格であるタイプnの
導入が決定しました。
　エム・システム技研でノンインセンディブ規格への適
合認証を取得している製品としては、コンパクト変換器み
にまるシリーズ（図1）とみにまるW2シリーズ、2線式ユ
ニバーサル温度変換器（形式：B6U）、電子機器専用避雷
器（形式：MD6□）、リモートI／O R7シリーズ（図2）があ
ります。 ■

注1）Division 2は、アメリカ国家電気要綱NEC 500で決められ
た危険場所です。国際規格IEC 60079-10およびNEC 505
ではZone2と呼びます。

注2）Class Ⅲの場合は、Division 1でも使用できます。対象爆
発物の分類としてのClassについては『エムエスツデー』誌
2000年4月号の「計装豆知識」で解説しています。

注3）英語では、nonincendiveです。
注4）エネルギーを制限するのではなく、接点を密閉して、発火性

物質が入らないようにしたり、通常の使用では、接点を動作
させる可能性がないようにする手法も用いられます。

注5）タイプnの詳細については、いずれ本欄（計装豆知識）でご説
明する予定です。

＊みにまるは（株）エム・システム技研の登録商標です。

■  ノンインセンディブ防爆規格
　より厳しい環境規制の実施に伴い、発火性物質の不用
意な放出が厳しく制限され、また発火性物質の拡散を防止
する技術の向上があったため、以前はDivision 1（発火
性物質が常時存在するような場所）に区分されていた多く
の場所がDivision 2注1）、注2）（異常時にだけ発火性物質が
存在する場所）に再区分されるようになってきました。こ
のような変化に伴って、以前はDivision 1の保護技術、つ
まり耐圧防爆や本質安全防爆（以下、本安と略称）に限られ
ていたアプリケーションにも、ノンインセンディブ注3）と呼
ばれる防爆技術の使用が認められるようになります。ノン
インセンディブ防爆機器の使用は、Division 2注2）に限ら
れますが、耐圧防爆や本安に比べて低コストであり、メン
テナンスも簡単という特徴があります。このように明白な
経済的長所の恩恵を受けて、ノンインセンディブ防爆機器
の使用は年々拡大することが予想されています。
　本安とノンインセンディブは、発火性物質に点火する危
険性を最小に抑えるという同じ基本概念をもっています。
両者とも点火にかかわるエネルギーを制限するのです注4）。
たとえば電気火花のエネルギーは、電圧と電流、電圧と
キャパシタンスおよび電流とインダクタンスの組み合わせ
で決まります。これらの関係を示すカーブ、点火曲線が規
格に記載され、日米欧いずれの規格でもほぼ同じです。回
路の定数が上記の点火曲線で表された点火条件を超えな
ければ、点火、爆発しないことになります。本安もノンイン
センディブでも同じ点火曲線を使用します。
　発熱に伴う自然発火に対しては、発火性物質が自然発
火する温度によって決まる温度等級により素子や電線、プ
リント基板のパターンなどの表面温度を制限しますが、両
者は同じ技術を用いて温度上昇を制限します。
　2つの技術における大きな違いは、ノンインセンディブ
では正常動作中において点火しない能力で評価しますが、
本安ではそれに加えて特定の故障状態においても評価し
なければなりません。ここでいう特定の故障とは、決めら
れた条件を満たした一部の素子を除き、あらゆる素子に対
して最大2箇所の故障を想定します。これらの故障は、対
象機器本体の回路素子だけではなく、電線や端子台、プリ
ント基板のパターンなどにも適用されます。言い換えれ
ば、ほぼすべての部品や配線が故障すると考えなければな
らないのです。ノンインセンディブ防爆機器では、このよ

図 1  コンパクト変換器
        みにまるシリーズ

図 2  リモート I ／ O
　　 R7 シリーズ



関西会場（開催時間  9：30～17：00）

下記のコースの中から、ご希望のコースを1日単位でお選びいただけます。
受講料は無料です。お気軽にご参加ください。

2009年3月以降の開催予定につきましては、次号にてご案内させていただきます。

MKセミナーのお申込み
および お問合せ先

MKセミナーのお申込み
および お問合せ先

（株）エム･システム技研 セミナー事務局 （担当：井上）
TEL.06-6659-8200 / FAX.06-6659-8510

● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。

関西MKセミナー
眠くならない実習主体の勉強会

受講料無料
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至本町

肥後橋ニッタイビル2階
エム･システム技研

関西支店

簡単な回路から電流・電
圧・抵抗を測定してオー
ムの法則を学習

代表的な計装用信号変換器
の役割と特性をパソコンの
画面を見ながら学習

温度を制御対象にした実習
教材とパソコンを接続し、
画面に表示される測定値、
出力値の変化を観察しなが
らP・I・D制御動作を学習

リモートI／OとPCレコーダ
を用いて、省エネ・省コス
トのための電力監視を学習

 関西支店（大阪市）　2009年日程　内　容コース名

変換器の
アプリケーション

オームの法則

PID制御の基礎

省エネのための
電力監視

（株）エム・システム技研 関西支店
 （大阪市西区江戸堀1-10-2　肥後橋ニッタイビル2F）

  ・交通案内［近隣に有料駐車場あり］
  ・地下鉄  四つ橋線  肥後橋駅から徒歩1分
     （　 番、　番出口すぐ）

1月13日（火） 2月3日（火）

1月14日（水） 2月4日（水）

－ －

－ －

1月20日（火） 2月17日（火）
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